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 はBöhler 角，は crucial angle を示す．




























































































は Cotton と Wilson が closed reduction につ
いて報告した．その後，Böhler は１９２９年，
counter tractionによる整復固定を報告してい
る．１９０２年には，Morestin が open reduction







































































































































a 術直後の Anthonsen 像．後距踵関節に不適合が認めら
れる．
b 術後１週の Anthonsen 像．自動運動により，後距踵関
節は整復位にある．


































a 側面像 b Anthonsen 像 c 軸射像
図－８ 術前X線像








































































a 側面像 b Anthonsen 像 c 軸射像
図－１３ 術前X線像


















































図－１５ 柏木法 図－１６ Isbister 手術
－１１６－ 北整・外傷研誌Vol．２７．２０１１
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発言８： 刀圭会協立病院 津村 敬
tong typeの全例を経皮ピンニングで治療し
ているのか？
答：
基本的にはそうしている．
質疑応答
－１１８－ 北整・外傷研誌Vol．２７．２０１１
発言９： 津村 敬
経皮ピンニングで治療不可能な tong typeは
どのような症例か？
答：
tong typeは経皮ピンニングで必ず整復でき
る．しかし，術後６週程度でワイヤー抜去しな
ければならないため，ワイヤーを抜去した後に
矯正損失を生じる症例がある．
発言１０： 津村 敬
プレート固定術を行うと，特に内反が硬くな
りますね．
答：
そうですね．関節を開けるとどうしても硬く
なる．
発言１１： 津村 敬
“骨移植の必要性はない”という意見も良く聞
きくが，先生のご意見は？
答：
本来，骨移植は骨折の整復のために行われて
きた．しかし，整復後に大きな空隙を生じた時
には，そこに骨が形成されるのか不安になるこ
とがある．その際には骨移植することがある．
それにより全体的な治りは良くなると考える．
しかし，基本的には骨移植は必要ないと考え
る．
北整・外傷研誌Vol．２７．２０１１ －１１９－
